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■世の中が便利になって 一番困っているのが 実は人間なんです 浅田正作氏 

パソコンやスマートフォンの普及でインターネット・SNS・オンラインゲームなどコンテンツが充実してい

ますね。そのおかげもあって便利で快適な生活が送れています。しかし、便利で快適なはずのもの（ツール）

も使い方によっては、心ない誹謗
ひぼう

中 傷
ちゅうしょう

などのトラブルや、モバイルツールに依存した結果、悩み苦しみの原

因となることもあります。生活の一部になっているそのコンテンツに縛られて時間や空間、つながりを失って

いるのが現代社会ではないか、と私自身利用していて感じています。 

例えばインターネット上の情報は、正しい事もあれば曖昧な情報や偽の情報もありますし、SNS に投稿する

と「いいね・コメント」を期待して、何度もアクセスしコメントの賛否に一喜一憂
いっきいちゆう

してしまいます。また、バ

ーチャルな世界であるオンラインゲームは、ゲームの中で友だちになりグループとなって目標を達成するため

に協力し、幅広い交友関係が築かれ楽しめるようになりましたが、ゲームのプレイ内容が悪い結果になれば

暴言
ぼうげん

を吐いたり吐かれたり、容赦
ようしゃ

なくグループ・友だち関係から排除
はいじょ

される。そして、そうならない事にとら

われてゲーム自体が楽しめなくなるということがあります。 

しかし、このようなことはインターネット上のことだけではなく、もともとは現実の社会の中で起こってい

る深刻な問題が原因で居場所がなくなり、バーチャルな世界へと逃避するのではないでしょうか。私が思う深

刻な問題とは、苦しいことや悲しいことが声に出せない社会であり、差異
ちがい

を認め合えず暴力や争いによって居

場所を奪われているということです。そういう息苦しい居場所から逃げたいという思いや、家族に迷惑をかけ

たくない、大切にしたいと独
ひと

りになって苦悩するその心を思うと、私たちが本当に安心できる居場所はあるの

か、あるとすればどういう場所なのでしょうか。 

もし、このつたない文章をご覧の人の中に、今、暴力や争いによって苦しまれている人がいましたら、すぐ

に地域相談窓口を検索して相談してください。そして、そのことと並行して親鸞
しんらん

聖 人
しょうにん

の教えを尋
たず

ねてくださ

い。 

■親鸞聖人を訪ねて聞法道場へ 

親鸞聖人は、9 歳から 29 歳まで比叡山
ひえいざん

で修 行
しゅぎょう

・修学
しゅがく

されていました。それは、自身の居場所を求めて

「聖者
せいじゃ

」になるための道であり、大変な努力をされました。そして、その道のりの末によき人に会い、

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

に出
で

遇
あ

われて、本当に安心できる居場所に生きることができたのです。阿弥陀仏は出家
しゅっけ

し修行に励
はげ

む

ことや戒律
かいりつ

（規律
きりつ

）を守る生活を送ることができない人、辛
つら

くて悲しいことを抱
かか

えている人、生きとし生ける

もの全てをそのままに受け入れて、安心して生きることができる場所に導
みちび

こうと誓
ちか

われました。そのお心を正



 

 

しく知り、信じて仏道
ぶつどう

を歩まれたのが親鸞聖人です。そして、苦悩していた自らと同じく居場所や道を求めて

いる人々とともに生き、阿弥陀仏のお心をわかりやすく伝えてくださいました。 

親鸞聖人が伝えてくださったその阿弥陀仏のお心は、正しく聞いた先達によって現在の私たちに届けられて

います。そして、お寺（寺院）は、そのお心を聞き、語り合う場であり、それが聞法
もんぽう

道 場
どうじょう

という私たちひとり

ひとりが生きることを確かめていく居場所なのです。 

聞法道場について、『歎異抄
たんにしょう

』第 2 章に「とても地獄
じごく

は一 定
いちじょう

すみかぞかし」というお言葉があります。この

章のあらすじを申しますと、関東
かんとう

の門弟
もんてい

たちが、ただ南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

と称
とな

えることによって安心して生きる場所

に行けるという親鸞聖人のお言葉を信じて念仏
ねんぶつ

を称えていたが、親鸞聖人の息子
むすこ

善鸞
ぜんらん

がお念仏する者を分断
ぶんだん

さ

せる事件を起こし、また、日蓮
にちれん

上 人
しょうにん

を中心に「念仏
ねんぶつ

無間
むけん

」といって念仏を称えると地獄に落ちる、と念仏する

者たちの不安を煽
あお

る出来事が重
かさ

なり、関東の門弟たちは、真実を求めて命がけで、京都にいる親鸞聖人のおら

れる場所を問い訪ねられました。すると親鸞聖人は、「ただ念仏して弥陀にたすけられまいらすべしと、法
ほう

然
ねん

上 人
しょうにん

から教えられたことを信じるほかありません」と応
こた

え、さらに、「念仏は、浄土
じょうど

に往
ゆ

くための行
おこな

いなの

か、また地獄へ落ちる行為
こうい

なのか、私は知りません。もし仮に法然上人にだまされて念仏して地獄に落ちたと

しても、決して後悔
こうかい

はしません」といい、その根拠
こんきょ

を語り、「本来
ほんらい

であれば、どのような努力によっても、真

実の道理に目覚
め ざ

めることができない身なのですから、私の居場所が地獄であったとしても、それは必然的
ひつぜんてき

な居

場所なのです」と語られました。そして、この章の結びは「要するに、私の信心はこのようなものであります

から、念仏を信じるのか、また捨てるのかは、あなた方お一人お一人がお決めになることです」という言葉で

した。親鸞聖人の御同朋
おんどうぼう

・御同行
おんどうぎょう

に対するお心が垣間
かいま

見えるこの章は、ようするに、煩悩
ぼんのう

に惑
まど

わされる人間

の本質を見抜き、僧俗
そうぞく

・老 若
ろうにゃく

男女
なんにょ

を問わず阿弥陀仏のお心を依りどころとしてともに道を歩んでくださり、ひ

とりひとりが南無阿弥陀仏と確かめ合っていく道をお勧
すす

めしてくださるというお話です。そして何よりも、ど

こに居てもどのような状況であっても、その居場所で阿弥陀仏のお心を依
よ

りどころとして生きるのだ、という

信念を教えてくださいます。 

つまり、生活の不安を抱える人々が、水平に出会い、ひとりひとりが不安を吐き出し、阿弥陀仏のお心を尋

ねて互いに生きることを確かめる場所。それが寺院（聞法道場）なのです。 

■おわりに 

便利で快適に過ごせる現代社会は有り難い反面、息苦しさを感じることがたくさんあります。しかし阿弥陀

仏が、出家
しゅっけ

し修行に励むことや戒律
かいりつ

（規律）を守る生活を送ることができない人を必ず救うと誓願
せいがん

してくださ

っています。また、辛
つら

くて悲しいことを抱えている人など、生きとし生けるもの全てをそのままに受け入れて

安心して生きることができる居場所に導いてくださると誓い願われているのです。そのお心をたよりにできれ

ば、世の中の人から何をいわれようが、この居場所で生きていくのだという大きな力になるのではないでしょ

うか。そうすると、奪われ失いつつある時間・居場所・つながりが豊かな時と場の中で、ひとりひとりが差異
ち が い

を認め合う人生を歩むことができると私はいただいています。 
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